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限
界
生
産
カ
説
と
新
労
銀
基
金
設

限
界
生
産
力
説
と
新
労

銀
基
金
設

官反

門司f
 
藤

次

情|

盤i

掛2

定思

現
代
分
配
理
論
の
支
配
的
製
説
の
一
つ
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ

は
限
界
生
産
力
設
を
皐
げ
る
事
が
問
来
る
。
然
し
て
、
此
の
皐

訟
に
劃
す
る
批
判
或
は
吟
味
は
、
従
来
主
と
し
て
、
敢
闘
牢
的
に

如
何
友
る
前
提
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
か
、
或
は
是
を
構
成
す
る

諸
方
程
式
が
一
般
均
衡
の
方
程
式
隠
系
に
封
し
て
如
何
友
る
意

と
云
ふ
方
向
か
ら
将
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

味
を
有
す
る
か
、

此
庭
で
は
、
夫
の
方
向
か
ら
す
る
問
題
は
一
際
採
り
上
げ
友
い

事
に
し
、
突
の
方
向
に
限
局
す
る
事
に
す
る
。
即
ち
、
ベ
エ
ム
・

バ
ワ
ア
タ
に
依
っ
て
‘
「
利
子
の
高
さ
」
の
決
定
を
取
扱
ふ
際
に
、

初
め
て
提
起
さ
れ
た
る
理
論
、
新
持
銀
法
金
説
と
此
の
限
界
生

産
力
説
と
の
聞
に
、
如
何
な
る
閥
係
が
あ
る
か
、
夫
の
閥
係
に

は
何
等
の
矛
盾
も
包
擁
さ
れ
て
ゐ
友
い
か
何
う
か
、
と
云
ふ
方

第
間
十
一
巻

八
八

O

第
六
披

;1、

向
に
、

で
あ
る
。

私
は
、
夫
れ
伊
冊
一
る
た
め
に
、
二
読
の
間
の
開
係
を
、
次
に

活
ぺ
る
二
個
の
問
題
と
し
て
把
握
す
る
。

問
題
一
。
限
界
生
産
力
設
に
依
れ
ば
、
枇
舎
の
線
生
産
物
は
、

各
生
産
財
の
限
界
生
産
力
に
.
各
生
産
財
の
存
柱
量
を
乗
じ
た

〈。

も
ロコ
0) 

純i
干11

等

日
、
1

白山

Ha宮内斗「
d
d
J
J
N
H
4
日

)
P
~
r・
同

1
I
L

J

L

J
丹
言
語
一
ニ
ス
n
E
t
R
Z
主「別

る
の
で
あ
る
が
、
此
の
揚
合
、
土
地
、
持
働
、
資
本
に
分
配
さ

れ
る
も
の
は
各
々
地
代
、
弊
銀
、
利
子
で
る
る
と
考
へ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
庭
に
資
本
と
し
て
把
握
さ
れ

て
ゐ
る
も
の
は
、
資
は
中
間
生
産
物
抵
の
勺
あ
り
、
夫
れ
が
中

間
生
産
物
で
あ
る
限
り
、
終
局
的
に
は
土
地
と
岬
労
働
と
忙
解
消

さ
る
べ
き
需
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
そ
う
云
ふ
事
が
許
さ

れ
る
な
ら
ば
、
利
子
も
亦
、
地
代
と
持
銀
と
に
分
解
し
表
さ
れ
、

静
態
に
於
い
て
は
利
子
の
存
在
す
る
徐
地
が
無
い
事
と
友
る
。

此
の
黙
は
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
に
依
っ
て
最
も
徹
底
的
に
述
べ
ら

れ
て
ゐ
る
。

然
る
に
新
持
銀
基
金
識
に
於
い
て
は
、
例
へ
ば
ベ
エ
ム
の
表

式
を
見
れ
ば
直
ぐ
わ
か
る
や
う
に
、
夫
慮
で
は
静
態
に
も
利
子

例へば、E.Schneirler; llemerlαmgen zur Gren:zprod.l.lにi¥' I tal.s theorie(Zeitsclll出
fur Nationaloh.onomie， Bd. IV.) 1933・



が
存
在
す
る
事
に
成
っ
て
ゐ
る
。
狛
ぽ
、
械
の
「
努
力
か
経
持

法
則
か
?
」
た
る
論
文
の
絞
泌
を
み
て
も
此
の
事
は
瞭
で
あ

る
。
印
ち
夫
庭
で
、
伎
は
、
企
業
家
の
資
本
一
光
本
に
縮
れ
る
事

注
し
に
、
園
民
経
済
が
、
資
本
利
子
を
消
滅
せ
し
め
、
或
は
少

た
く
と
も
、
完
全
左
自
由
競
争
が
支
配
す
る
揚
合
に
生
や
る
や

う
た
「
自
然
的
利
子
率
」
以
下
に
夫
れ
を
墜
し
下
げ
る
や
う
友
労

銀
は
、
持
績
性
を
有
す
る
だ
ら
う
か
、
と
問
題
を
提
起
し
、
夫

れ
は
結
局
、
嘗
て
「
追
放
し
た
資
本
利
子
」
を
、
一
件
ぴ
岡
氏
経
済

の
中
へ
滋
き
入
れ
る
結
川
市
に
成
る
、

と
却
叫
べ
る
場
合
に
瞭
か
で

，b 
イ3斯

〈
て
ド
ル
プ
は
云
ふ
。
「
若
し
、
事
寅
上
生
産
手
段
の
債
値

が
、
最
終
生
産
物
の
債
値
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
な
ら
ば

夫
庖
に
は
、
夫
の
上
猶
ほ
利
子
の
如
き
も
の
が
適
合
す
べ
き
何

等
の
出
宮
E
も
成
立
し
な
い
で
あ
ら
引
」
。
と
絞
ぺ
、
然
る
に

一
方
に
於
い
て
限
界
生
産
力
設
を
採
り
な
が
ら
、
他
方
に
於
い

て
弊
銀
基
金
設
を
採
る
事
は
矛
盾
で
あ
る
、
と
云
ふ
。
今
や
、

問
題
は
、
限
界
生
産
力
設
を
採
り
乍
ら
、
持
銀
基
金
設
を
採
っ

た
揚
合
に
、
夫
庭
に
存
在
す
る
利
子
は
何
庭
か
ら
来
る
の
で
あ

限
界
生
産
力
説
主
新
労
銀
基
金
説

る
か
、
と
云
ふ
事
を
解
明
す
ぺ
き
も
の
と
し
て
現
は
れ
、
岩
し

夫
れ
が
説
明
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
限
界
生
産
力
説
は
此
の
鮎
か

ら
、
放
棄
を
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

問
題
二
。
限
界
生
産
力
説
に
依
れ
ば
、
各
生
産
財
の
債
値
は

各
生
産
財
に
依
っ
て
生
産
さ
れ
た
生
産
物
の
一
償
値
に
よ
っ
で
決

定
さ
れ
る
、

の
で
あ
る
が
、
若
し
、
生
産
過
程
が
一
定
の
時
を

要
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
各
生
産
財
の
所
有
者
は
、
生
産
過
程

の
初
め
に
於
い
て
は
、
未
だ
生
産
物
が
生
産
さ
れ
て
ゐ
な
い
た

め
l亡

ヰ
ヘ
々
の
介
前
佐
受
け
る
事
が
山
州
市
水
な
い
世
一
向
で
る
る
c

従

コ:、

d

t

t

 

ヤ
仁
』

E口
1fj
〉
戸
ハ
1
1
1
広
三
三
ト

t

d
H
d
一
〉
炉
日
川
町
日
わ
4
A
1
J
千

iz
レド

ご
由
比
主

aHZ
コ
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を
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-

t
区
内
，
-
p

・ヒ
3
-

4
J
品
説
明
杭
式
一
脱
水
'o

古川

る
迄
の
間
に
、
餓
死
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
結
果
に
在
る
。
云

ふ
迄
も
友
く
、
此
の
事
の
不
合
理
は
瞬
間
か
で
あ
る
。

之
に
反
し
て
、
持
銀
基
金
試
に
於
い
て
は
、
各
生
産
財
は
、

生
産
過
程
の
端
初
に
於
い
て
既
に
、

一
定
の
債
値
を
有
す
る
も

の
と
し
て
現
は
れ
、
印
ち
夫
の
時
に
存
在
す
る
持
銀
基
金
の
中

か
ら
、

一
定
額
の
分
前
を
支
携
は
れ
て
、
生
産
過
程
に
参
奥
す

る
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
結
果
、
限
界
生
産
力
説
に
現
れ
た
背
理

は
存
在
し
た
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
ヴ
イ
ク
ゼ
ル
は
云
ふ
。
「
ワ

第
四
十
一
血
管

第
六
務
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限
界
生
産
力
説
と
新
勢
銀
基
金
説

ル
ラ
ス
の
立
揚
に
於
い
て
は
、
持
働
の
供
給
者
も
、
夫
他
の
生

産
手
段
の
供
給
者
と
等
し
く
、
生
産
期
間
中
自
ら
の
力
に
よ
っ

て
生
活
を
支
へ
、
生
産
が
終
っ
て
後
、
夫
生
産
物
債
格
F

貰
上
)

例
へ
ば
弊
一
銀
が
支
携
は
れ
る
。
同
り
れ
い
ζ

も

4
 

と
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
」
と
c

の
中
か
ら
夫
割
償
、

、
コ
、

ノ
1
4

問
題
は
、
第
銀
送
金
訟
の

z
u
h
:、
;
:
-
d
j
k
ー、

隔
地
付
に

Jfh

点
下
、
一
工
よ
れ
品
、
H
M押
収
ト

B
Z

日
日
本

k
tし
り
牝
t

〉
U

間不
}γ

w
υ
i
I
J
J
a
F

こ
E
ー
「
/
雲

n
，、
wU
民間
U
F
Aト

2
y

如
何
一
に
理
解
す
べ
き
か
、

と
云
ふ
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
。

以
上
に
依
っ
て
私
は
、
限
界
生
産
力
説
と
新
労
銀
基
金
設
と

の
闘
係
を
ニ
個
の
問
題
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
、

此
の
関
係
を
王
し
い
光
の
中
に
於
い
て
解
明
す
る
た
め
の
、
基

調
を
求
め
よ
う
。

最
後
に
私
は
瀦
段
、
次
の
事
を
附
加
し
友
け
れ
ば
な
ら
左

ぃ
。
と
云
ふ
の
は
、
限
界
生
産
力
説
も
新
第
銀
法
金
設
も
共
に

ベ
エ
ム
の
内
部
に
共
在
し
て
ゐ
る
が
矯
め
に
、
私
の
是
か
ら
の

議
論
は
、
ベ
エ
ム
を
中
心
に
進
む
で
あ
ら
う
、

と
一
玄
ふ
事
で
あ

る

ーー
基

調

第
四
十
一
巻

第
六
披

一一ニ

O
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i¥. 

問
題
解
決
の
た
め
の
基
調
を
、
次
の
方
向
に
置
き
た
い
と
忠

ふ
、
帥
ち
、
新
弊
銀
基
金
設
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
の
、
ベ

エ
ム
の
表
式
の
中
に
、
努
働
の
限
界
生
産
力
が
含
ま
れ
て
ゐ
る

か
何
う
か
、
若
し
合
ま
れ
て
ゐ
る
た
ら
ば
、
如
何
な
る
形
に
於

い
て
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
か
、
と
}
古
ふ
風
に
。

E
Z
J
-一
R
l
了、

柑一対
N
1
3
J
県出
Jd
事
ι

二
つ
り
祁
?
汁
一
-
亡
理
r
A
J
J
D

-
t
1
4
v
t
f
d
 

山
限
界
生
産
力
説
第
二
命
題
。

高
田
教
授
は
云
は
れ
る
。
「
:
:
:
注
目
す
べ
き
は
草
仕
生
産
財

(
例
へ
ば
一
定
期
間
の
労
働
)
の
生
産
力
の
大
さ
で
あ
る
。
:
:
:
卸

一
人
一
年
努
働
に
つ
い
て
一
五
ふ
と
、

一
年
迂
回
生
産
の
生

ち産
物
恒
値
は
、
使
用
弊
働
者
数
が
六
十
六
人
の
揚
合
も
、
三
十

三
人
の
場
合
も
.
四
十
人
の
揚
ん
口
も
等
し
く
三
五

0
7
ロ
リ
ン

で
あ
る
し
:
:
:
生
産
迂
同
年
数
が
二
品
ん
で
あ
る
限
り
、
削
ち
生

産
方
法
が
一
定
で
あ
る
限
り
、
各
企
業
の
生
産
物
数
量
は
使
用

弊
働
者
の
増
加
に
つ
れ
て
犬
で
あ
る
は
歩
で
あ
り
、
生
産
力
も

ま
た
時
鈍
化
す
る
は
や
で
あ
ら
う
。
さ
う
み
る
と
此
揚
合
に
は
、

限
界
生
産
力
の
動
き
が
全
〈
抽
象
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
か
考
へ

ら
れ
ね
。
・
:
」
以
上
の
引
別
に
伏
つ
で
も
時
間
で
あ
る
や
う
に
、

高岡保品:経源論叢38巻6盟主25-.26頁
高岡教授;新労働銀基金説にづいて、経済論叢38;~ヰ6 航.31"-32頁
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教
授
は
、
去
を
成
陀
諌
む
事
に
依
っ
て
、
限
界
生
産
力
を
求
め

ょ
う
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
夫
の
求
め
方
に
は
問
題
が

あ
ら
う
。
何
故
な
ら

わ
れ
わ
れ
が
表
を
横
に
読
む
以
上
、
生

産
方
法
の
費
化
は
無
い
せ
一
円
で
あ
る
。
生
産
方
法
を
、
複
数
の
生

産
財
の
景
的
比
率
と
解
す
る
限
り
、
此
の
比
率
の
動
か
友
い
以

上
、
限
界
生
産
力
が
動
〈
筈
が
な
い
。
此
の
比
率
の
動
か
泣
い

と
一
疋
ふ
事
は
、
比
魔
で
は
、
生
産
期
間
が
動
か
な
い
事
と
理
解

ず
べ
き
が
放
に
、
持
働
者
が
六
十
六
人
で
あ
ら
う
と
、
三
十

、、一工ヘノヨ

y

:
、

I
J
寸
サ
位
、
L
J
J
f
-

主
主
月
目
、
h
k
h
M
八ブ
-
J
C
-
平
さ
ら
r
d
良
り

h
n
H
'
日
は
け

J
J
T
4
i
O
J

，l
h
v

一

ノ

限
界
生
産
力
の
動
き
の
見
ら
れ
な
い
事
は
首
然
で
あ
る
。
従
つ

て
、
持
働
の
限
界
生
産
力
を
求
め
る
た
め
に
、
去
を
棋
に
積
む

事
は
、
意
味
が
無
い
の
で
あ
る
。

次
に
問
題
に
成
っ
て
来
る
の
は
、
表
を
縦
に
讃
む
事
で
あ
る
。

高
田
教
授
は
云
は
れ
る
。

「
此
際
、
限
界
生
産
力
の
大
さ
を
如

何
に
し
て
求
め
た
か
。
:
:
:
日
労
働
の
増
減
に
よ
り
て
生
産
迂
同

期
間
が
縫
化
ず
る
も
の
と
見
る
か
に
よ
っ
て
。
:
:
:
(
此
)
の
揚

合
に
於
い
て
は
資
本
の
榊
減
が
無
く
と
も
、
生
産
方
法
そ
の
も

の
が
鳳
変
化
し
て
ゐ
る
。
限
界
生
産
力
説
は
生
産
方
法
を
礎
化
せ

限
界
生
底
力
説
と
新
勢
銀
基
金
説

し
め
や
、
同
一
の
生
産
方
法
に
於
い
て
、
生
産
財
の
小
怒
る
部

分
を
加
除
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
。
」
と
。
去
を
軍
純
に

縦
に
読
ん
で
行
け
ば
、
持
働
者
数
の
溌
化
す
る
に
連
れ
て
夫
の

他
の
生
産
財
も
ま
た
師
鈍
化
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
限
界
生
産

力
説
が
純
粋
た
形
寸
あ
る
た
め
に
は
、
何
れ
か
二
与
の
生
産
財

が
同
定
さ
れ
て
、

一
方
の
生
産
財
数
量
の
み
微
分
量
づ
k

動
か

汚
れ
る
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
一
事
情
が
、
去
を

mm純
に
縦
に
誠
心
事
堂
不
九
日
印
た
ら
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
教

投
内
線
に
、
生
産
万
法
の
桜
化
が
然
ら
し
め
る
の
で
な
い
事
は
，

叡
に
述
べ
た
U

然
ら
ぽ
何
等
か
の
方
法
に
依
っ
て
一
方
を
同
定
し
得
れ
ば
求

め
得
る
だ
ら
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
操
作
を
払
閉
め
る
。
生

産
期
聞
が
、
従
っ
て
生
産
方
法
が
愛
化
し
な
い
限
り
、
限
界
生

底
力
の
動
き
は
友
い
需
で
あ
る
か
ら
、

二
年
迂
同
の
弊
働
者
数

三
十
三
人
を
二
倍
し
、
三
年
迂
同
の
持
働
者
数
二
十
二
人
を
三

以
下
之
に
順
じ
て
、
各
生
漆
期
間
の
使
用
労
働
者
を
全

倍
し
、

Fオ古E
の一，.ノ、

通土
方日 ノV、
し八
ーに
コ還

さ手筈
働:
者、
数共r
!i ";' 
l古lふ

李香
そ最
三伶 I己
主護

軍主
の吋

生資
産本

第
間
十
一
容

第
六
時
抗

A 
A 

一一一
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限
昇
生
産
力
説
と
新
勢
銀
基
金
説

力
が
求
め
ら
れ
る
。
夫
の
反
羽
の
操
作
に
依
っ
て
、
労
働
の
生

産
力
が
求
め
ら
れ
る
筈
で
る
る
。

然
し
乍
ら
此
操
作
は
、
間
資
本
数
量
が
任
意
に
動
く
も
の
と

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
依
っ
て
労
銀
恭
金
前
と
、
削
資
本
財
は

本
源
内
生
涯
は
E
な
く
、
日
労
働
に
港
氾
し
得
る
も
の
を
あ
る
が

か
u

へ
F

司、

岡山
K
T
ぺ
ふ
往
生
差
別
b
L
K
ヘ
ふ
詐

ド
H
W
A
V
W
M
丸
、
ノ

i一
二
に
日
，
1
1
'
i
h
h
h

、

主
上
官
五
刀
V

州
出
叫

R
n
u
h
ψ
f
h
〈

に
依
っ
て
限
界
生
葎
力
説
と
、
撞
着
す
る
。

以
上
三
つ
の
仕
方
で
、
勢
働
の
限
界
生
産
力
を
求
め
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
が
、
限
界
生
産
力
を
求
め
る
事
に
依
っ
て
、
帥
町

働
と
夫
の
生
産
物
と
の
慣
値
闘
係
が
何
う
成
っ
て
ゐ
る
か
、
を

知
ら
う
と
す
る
の
が
共
通
の
目
的
で
る
っ
た
。
生
産
財
と
そ
の

生
産
物
と
の
債
値
闘
係
を
、
夫
の
生
産
財
の
限
界
生
産
力
を
媒

介
に
し
て
表
明
し
て
ゐ
る
も
の
は
、

正
に
限
凶
作
生
産
力
説
の
第

二
命
題
で
る
る
事
に
忠
び
致
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
今
迄
な
し
て

来
た
操
作
は
、
ペ
ヱ
ム
の
表
の
中
に
、
第
二
命
題
が
入
っ
て
ゐ

る
か
何
う
か
を
求
め
て
来
た
も
の
と
云
へ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
紋
は
彼
の
表
を
構
成
す
る
揚
合
に
、
労
働
と
そ
れ
に

よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
と
の
煩
値
を
相
等
し
と
想
定
す
る

第
凶
十
一
容

八
八
四

第
六
抜

一一

が
故
に
、
例
へ
ば
二
年
生
産
に
於
い
て
第
一
年
の
投
守
一
持
倒
と

そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
第
二
年
間
の
生
産
財
と
債
値
相
等

し
と
想
定
す
る
が
故
に
、
最
初
か
ら
第
二
命
題
の
介
在
を
要
し

な
い
事
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
る
り
、
然
る
限
り
此
の
表
に
そ
れ

を
求
め
る
事
は
古
味
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

山
限
界
生
可
力
前
第
一
}
一
命
題
。

第
三
命
題
は
次
の
や
う
に
書
き
表
は
さ
れ
る
。

国
事

4
m
w事
司

目

色

町

〈』剖
1
〈
同

U

訓
+
-
-
+
ご
割
引
H
T・
--E・
E・
(

】

)

此
方
程
式
は
一
見
し
て
瞭
か
な
様
に
費
用
法
則
を
意
味
す
る
。

然
る
に
費
用
法
則
は
、
被
に
よ
れ
ば
規
則
的
撹
飢
原
閃
と
不
規

則
的
た
そ
れ
と
に
よ
っ
て
偏
具
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

此
等
附
照
凶
の
何
れ
も
生
産
過
程
が
時
を
要
す
る
と
い
ふ
事
に

そ
の
根
擦
を
世
く
の
で
あ
る
。
不
規
則
的
偏
具
に
閲
し
て
今
叙

べ
な
い
が
、
規
則
的
偏
具
と
は
一
生
産
手
段
群
の
そ
の
生
産
物

へ
の
移
行
が
要
求
す
る
時
間
の
長
さ
に
謄
じ
て
債
値
差
の
大
き

さ
が
段
階
付
H
り
ら
れ
る
」
と
い
ふ
事
で
る
り
、
と
の
債
値
差
と

そ
資
本
利
子
な
の
で
あ
る
。
か
く
て
費
用
法
則
が
そ
の
「
理
想

的
純
粋
」
さ
を
以
っ
て
安
営
ナ
る
た
め
に
は
、
以
上
二
個
の
撹

Schneider;前掲論文
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飢
原
因
が
存
在
し
な
い
事
を
前
提
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
、
然

も
是
等
の
事
情
は
「
時
間
」
に
附
随
し
て
ゐ
る
そ
れ
で
あ
る
が
故

に
、
生
産
過
程
に
時
の
要
素
が
導
き
込
ま
れ
る
事
を
拾
象
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
る
る
。

然
し
乍
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
先
に
も
述
べ
た
様
に
、
生
環
過
程

に
時
を
要
す
る
事
が
現
貨
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
費
用
法
則
は
意

味
PL
潟
さ
な
い
事
に
な
る
@
夫
庖
で
ぺ
エ
ム
は
云
ふ
。
「
(
資
本

キリ
「

の
説
明
は
、
後
段
に
放
っ
て
狛
ほ
党
八
刀
に
」
行
ふ
で
あ

ら
う
。
一
生
霊
千
立
と
た

η
む
心
配
出
初
L

一
う
岡
山
コ

l

J

1

4

j

i

'

!

白
川
寸

t
r
υ

，4
』
イ
!
κ
v

一
党
勺
品
E
M
F

4

V

判別，

un目
μ
b
r
i

宇
一
削
教
と
す
る
吾
k

め
既
往
の
論
述
と
‘
夫
の
事
と
を
混
同
し

で
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
私
は
、
目
下
の
聞
は
、
天
の
債
依
差

異
の
存
在
は
全
然
抽
象
す
る
で
あ
ら
引
。
L
従
っ
て
、
ベ
エ
ム
に

依
れ
ば
、
二
段
に
理
論
が
匝
別
さ
れ
て
ゐ
る
3

第
一
段
に
於
い

て
、
先
づ
、
生
産
手
段
と
生
産
物
と
の
一
般
的
債
値
闘
係
が
取

扱
は
れ
、
夫
限
り
に
於
い
て
回
目
乱
事
情
た
る
時
の
要
素
は
無
現

さ
れ
る
の
で
あ
る
、
費
用
法
則
は
、
此
庭
に
理
想
的
純
粋
さ
を

以
っ
て
額
明
ず
る
。
第
三
段
に
成
っ
て
初
め
て
、
彼
は
撹
飢
事

情
た
る
時
の
要
素
を
現
論
の
中
へ
採
り
込
み
、
新
く
で
費
用
法

限
界
生
産
力
説
と
新
発
銀
基
金
説

則
は
修
正
さ
れ
る
つ

我
々
の
費
用
方
程
式
も
亦
、
修
正
を
要
求
さ
れ
る
。

:l三lε
第
二
理
論
段
階
に
致
れ
ば
、
最
早
や
時
の
要
素
を
抽
象
し
得

な
い
が
故
に
、
各
生
産
財
の
限
界
生
産
力
は
、
現
在
債
値
に
還

算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
物
X
に
も
ま
た
同
様
な
事
が
受

首
ナ
る
。
方
程
式
仰
の
雨
濯
に
(
同
士
)
を
一
燕
や
れ
ば
、
次
式
を

HA可
z
d

。

4
4
6
a
'
 

{
』
〈
国

U
叫ん

+
:
E
・〈回』

f
U
4
u引
l

}

(

円
十
C
H
M
・
目
:
・
・
(
日
)

/
(
』
+
】
」
(
同
+
心
、

丘と
方

Uつ 宅旦

立戸エ、、d 
J二之、 は
十1町
日吋|己 f 
、、____ '7 
ク
ゼ
ノレ

の
夫
オL

と
等
し
い
構
浩
を
持
つ
舎
で
あ
る
。
此
庭
で
私
は
結
論
し
得
る
。

限
界
生
産
力
説
第
三
命
題
は
、
方
程
式
問
の
形
に
於
い
て
、
叫
労

銀
基
金
訟
に
入
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
と
。

此
場
で
次
事
が
問
題
に
な
る
。
我
々
は
今
迄
、
費
用
法
則
の

理
想
的
純
粋
さ
を
修
正
す
る
も
の
は
、
時
の
要
素
で
あ
る
。
と

第
四
十
一
巻

八
八
五

第
六
披

一一一
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限
界
生
産
カ
説
と
新
勢
銀
基
金
説

向
車
純
に
述
べ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
時
の
要
素
が
、
如
何
な
る

道
を
遁
じ
て
、
如
何
在
る
根
本
事
情
に
依
っ
て
、
修
正
を
要
求

ず
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
た
か
.
が
瞭
に
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

ベ
ヱ
ム
に
依
れ
ば
、
「
ん
い
巾
に
現
花
財
は
、
同
穏

同
教
の
将
来
財
よ
り
、
よ
り
高
い
主
倒
的
問
似
を
持
つ
の
で
あ

周
知
の
殺
に
、

U
¥
ト
ト
L

倒
的
似
値
汗
慌
の
合
成
力
J
J

存
倒
的
問
他
一
A
畑
氏
ι

位
決
定

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
常
に
現
花
財
は
、
同
種
同
数
の
帰
来
財

、、よ
り
高
い
交
換
償
値
と
債
格
と
を
持
つ
事
忙
成
ゑ
o
」の

ト
J
h

れ

ν
、

で
あ
る
が
、
写
態
を
此
の
方
向
に
結
旧
市
せ
し
め
る
根
擦
と
し
て

=
一
個
の
も
の
が
摩
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
彼
は
、
後
に
「
資

本
利
子
の
高
さ
」
を
問
題
に
す
る
部
分
に
致
っ
て
、
生
産
方
法

の
牧
径
力
の
差
異
品
、
生
産
的
貸
金
に
、
第
で
第
二
島
由
は

消
費
的
貸
金
に
射
し
て
、
決
定
的
で
あ
る
事
を
絞
べ
て
ぬ
寸
る
の

を
見
て
も
、
彼
は
、
資
本
利
子
の
説
明
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、

第
三
根
擁
だ
け
で
あ
る
と
考
へ
た
事
が
覗
は
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
第
三
根
擦
の
み
を
以
て
し
て
は
、
費
用
法
則
を

修
正
す
る
決
定
的
事
情
を
、
説
明
し
得
泣
い
の
で
あ
っ
て
、
資

本
家
を
し
て
利
子
を
獲
得
せ
し
め
る
根
本
事
情
を
知
る
た
め
に

第
凶
十
一
巻

八
八
六

第
六
披

1m 

は
、
夫
の
事
は
、
例
へ
ば
彼
の
「
積
極
理
論
」
の
中
に
繰
り
返

し
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
事
及
ん
だ
が
彼
の
論
文
「
勢
力
か
経
済

法
則
か
」
を
見
る
事
に
し
よ

h
o
夫
庭
に
於
い
て
ベ
エ
ム
は
、

企
業
家
の
資
本
元
本
に
簡
れ
る
事
注
し
に
、
図
民
経
桝
が
、
資

本
利
子
を
翠
川
崎
去
る
か
、
或
は
ゆ
一
一
〈
と
も
、
「
自
然
利
子
ム
ギ
」
以

下
に
引
法
下
げ
る
よ
う
及
、

-

h

c

j

C

も
‘
一
!
?
F

‘-

そ
ち
-
Z
よ
州
市
ム
捻
り
円
相
仙
四
半
↑
灼

つ
も
の
だ
ら
う
か
、

と
問
題
を
提
起
し
、

此
問
題
を
解
く
た
め

に
、
図
民
経
済
に
利
子
が
全
然
無
く
た
っ
て
仕
舞
っ
た
朕
態
を

偲
定
し
て
論
を
進
め
る
。
即
ち
、
若
し
国
民
経
桝
に
全
然
利
子

が
無
い
な
ら
ば
、
現
在
瑚
と
将
来
財
と
は
差
川
住
友
し
に
交
換
さ

れ
、
貸
金
は
利
子
た
し
に
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
揚
合
に

は
、
「
期
間
を
裂
す
る
、
よ
り
強
〈
資
本
主
義
的
た
生
産
迂
同

は
、
よ
り
牧
俗
的
で
あ
る
と
い
ふ
経
験
法
制
」
が
利
子
に
依
る

何
等
の
重
荷
を
負
は
さ
れ
る
事
た
し
に
、
前
面
に
現
れ
る
。
生

産
期
間
は
無
限
に
延
長
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
斯
く
て
現
在
財
に

劃
す
る
需
要
は
、
夫
れ
夫
れ
の
限
界
を
超
へ
て
詐
騰
し
、
輿
へ

ら
れ
た
る
生
活
資
料
在
高
を
以
っ
て
し
て
は
、
無
限
に
延
長
吾

れ
た
る
迂
周
期
間
の
問
、
同
一
数
の
弊
働
者
に
、
生
産
資
料
を

Bohm-Bawerk; Positive theorie des Kapi-tales， erst';"T :[，and. S. 327・
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阻
(
へ
る
事
が
不
可
能
と
な
る
。

一
度
破
門
さ
れ
た
利
子
は
、
一
再

ぴ
温
民
経
済
へ
踊
っ
て
来
る
。
と
。

以
上
に
伏
つ
で
も
瞭
か
左
様
に
、
図
民
経
済
へ
資
本
利
子
を

呼
び
戻
す
も
の
は
、
資
本
数
量
の
一
定
と
い
ふ
事
情
で
あ
る
。

然
も
資
本
数
量
の
一
定
と
い
ふ
事
情
が
、
直
接
に
で
は
な
く
、

第
三
根
擦
の
道
を
通
じ
て
で
る
る
、
夫
れ
が
第
三
根
擦
を
過
や

る
限
り
、
時
の
要
素
と
簿
接
な
連
繋
を
有
す
る
。
か
く
て
、
費

用
法
則
の
修
五
は
、
時
の
犬
小

k
m醸
し
て
大
小
で
あ
る
‘
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市

I
L

を
意
味
し
て
ゐ
る
筈
円
で
あ
る
。

解

答

と

批

判

私
は
、
第
二
節
基
調
に
於
い
て
、
限
界
生
産
力
説
の
第
二
命

題
及
び
第
三
命
題
が
、
持
銀
基
金
誌
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
か

何
う
か
を
吟
味
し
、
第
二
命
題
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
ベ
エ
ム

自
身
に
依
っ
て
前
挺
さ
れ
て
ゐ
る
事
を
頑
、
次
に
第
三
命
題
が

修
正
さ
れ
た
形
に
於
い
て
含
ま
れ
て
ゐ
る
事
を
吟
味
し
て
来
た

の
で
あ
る
が
、
此
事
自
韓
、
既
に
問
題
て
問
題
二
に
解
答
を

限
果
生
産
力
説
と
新
勢
銀
基
金
設

と

町
一
へ
て
ゐ
る
筈
?
あ
る
。
昔
、
九
心
の
究
め
の
解
符
と
一
一
一
一
一
の
具

設
を
批
判
す
る
事
に
す
る
。

解
答
共
の
一
。
ド
ル
プ
は
前
に
絞
べ
た
理
由
か
ら
、
雨
設
は

探
一
の
欄
係
に
在
る
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
演
は
訣

り
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
成
る
程
限
界
生
産
力
説
に
依
れ
ば
、

利
子
の
説
明
し
得
な
い
事
は
事
責
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
限
界
生

産
力
説
の
局
す
る
割
論
段
階
は
、
生
産
手
段
と
生
産
物
と
の
一

股
崎
限
値
掬
係
が
取
扱
ば
れ
る
没
曙
友
の
守
あ
っ
て
、
夫
庭
に

ぬ
い
い
亡
利
子
を
も
取
扱
は
ん
と
寸
る
た
ら
ぱ
h

わ
れ
わ
れ
は
ベ

エ
ム
と
共
に
、
「
混
同
し
て
は
友
ら
友
い
」
と
言
は
た
け
れ
ば
な

ら
友
い
。
然
も
、
此
庭
に
於
い
て
定
立
さ
れ
た
一
般
的
慣
値
閥

係
は
、
理
論
段
階
の
高
ま
る
と
共
に
、
資
本
数
量
の
一
定
と
い

ふ
事
情
か
ら
修
正
さ
れ
、
時
の
長
さ
に
照
際
ず
る
利
子
が
現
は

れ
て
来
る
事
が
説
明
さ
れ
た
限
り
、
新
持
銀
基
金
説
と
限
界
生

産
力
説
と
は
何
等
の
矛
盾
も
考
へ
ら
れ
友
い
の
で
あ
り
、
提
起

さ
れ
た
問
題
白
韓
存
在
し
な
い
事
に
友
る
。

解
答
共
の
一
一
。
例
へ
ば
ド
ル
プ
は
「
(
限
界
生
産
カ
詑
)
は
、
時

間
の
順
序
と
云
ふ
見
地
か
ら
見
て
も
支
持
し
難
川

o
E云
び
、

第
凶
十
一
巻

第
六
披
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八
八
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限
界
生
産
力
説
と
新
勢
銀
基
金
説

「
持
銀
基
金
説
に
依
れ
ば
.
弊
銀
は
二
個
の
要
素
に
依
っ
て
決
定

さ
れ
る
、
州
労
働
者
に
波
4
4
れ
る
財
の
在
高
と
投
資
期
間
の
長
さ

と
に
依
っ
て
。
け
れ
ど
も
限
界
生
産
力
説
は
、
持
働
の
限
界
生

産
力
説
に
依
っ
て
努
銀
を
決
定
す
る
。
何
れ
か
一
方
の
設
が
正

し
い
の
で
あ
っ
て
、
一
耐
設
は
調
和
文
」
る
べ
き
も
の
で
は
た
い
o」

「
付
目
線
基
金
説
は
、
今
日
の
線
外
生
涯
力
投
ゆ
仁
川
冊
目
「
ω

令
官
サ
は
、

瞭
で
あ
る
o
」
と
絞
べ
る
担
額
合
に
、
或
は
高
田
毅
授
が
、
一
私
見
に

よ
れ
ば
、
山
前
梯
の
見
解
は
支
持
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
る
ら
う
o

生
産
過
程
の
同
時
化
の
理
論
を
以
つ
で
し
て
も
、
そ
れ
は
斥
け

ら
る
L

と
と
は
出
来
友
い
で
あ
ら
う
。
問
前
擁
の
見
解
を
と
る

と
き
に
は
:
・
少
く
と
も
、
第
銀
を
:
:
:
限
界
生
産
力
に
よ
っ

て
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
す
で
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
で
あ
ら

う
。
」
と
絞
べ
ら
れ
る
揚
合
に
、
何
れ
も
前
に
遮
ぺ
た
問
題
二
を

提
起
さ
れ
限
界
生
産
力
設
の
放
棄
を
主
張
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
然
し
乍
ら
、
此
等
の
設
も
亦
誤
謬
で
る
る
。
何
故
た
ら
、

わ
れ
わ
れ
の
説
明
に
依
れ
ば
、
生
産
手
段
と
生
産
物
と
の
債
値

闘
係
が
、
先
づ
問
題
に
さ
れ
、
各
生
産
手
段
は
此
庭
に
於
い
て

限
界
生
産
力
に
依
っ
て
ご
舷
侭
値
を
興
へ
ら
れ
、
次
に
一
定
の

第
凶
十
一
巻

第
六
拡

一一
山
ノ、

八
八
八

修
正
を
粧
て
、

生
産
過
程
の
端
緒
に
現
は
れ
る
。

限
界
生
産

力
説
は
、
時
の
要
素
の
抽
象
さ
れ
た
段
階
の
理
論
で
あ
る
が
故

に
、
生
産
手
段
の
所
有
者
逮
の
餓
死
問
題
は
起
ら
友
い
舎
で
あ

り
、
時
の
要
素
の
抽
象
す
べ
か
ら
賞
、
る
段
階
の
現
論
、
新
持
銀

基
金
説
に
於
い
て
は
、
生
産
財
は
生
産
過
程
の
端
緒
に
於
い
て

慨
に
伽
伽
配
布
寸
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
。

相
牝
つ
℃
ま
た
可

問
題
二
の
存
在
す
る
徐
地
が
泣
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、

以
上
に
依
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
課
題
を
解
決
し

終
へ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
に
関
し
て
生
じ
た
一
二
の
問

題
に
簡
軍
に
偶
れ
る
事
に
し
よ
う
。

高
田
教
授
は
云
は
れ
る
。
「
費
用
法
則
」
は
「
生
産
財
の
償
値

が
生
産
物
の
畑
山
値
に
よ
り
て
定
ま
り
、
而
も
後
者
は
残
り
-
泣
く

前
者
に
推
し
移
つ
る
」
が
放
に
、
受
首
し
得
る
の
で
る
る
が
、

「
崎
町
銀
基
金
設
に
於
い
て
は
、
融
労
働
の
債
値
、
従
っ
て
界
銀
の
決

定
が
生
産
物
の
償
値
の
腸
属
に
よ
っ
て
行
は
れ
な
い
。
」
斯
く
℃

「
持
銀
基
金
設
と
し
て
の
利
子
理
論
は
、
費
用
法
則
を
否
定
す

る
」
わ
れ
わ
れ
は
、
最
早
や
斯
か
る
考
へ
方
が
誤
り
で
あ
る
事

に
封
し
て
、
詳
述
す
る
要
を
認
め
友
い
で
あ
ら
う
。
何
故
友
ら

Dorp; Agio oder Lohnfonds予s.3'3・
Dorp; 1" s. 301. 
Dorp; t;o s. 312目
高田教授2勢力無くして利子なしといふ理論(綬跡事研究4港I披)62頁
高田教授:ベエムの利子生産カ説(経理評論叢38巻4!:枕134-35頁
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費
用
方
程
式
が
如
何
な
る
M
M
で
持
銀
基
金
設
の
中
へ
含
み
込
ま

れ
て
ゐ
る
か
に
劃
す
る
説
明
と
、
前
沸
性
と
限
界
生
産
力
説
に

針
し
て
な
し
た
説
明
と
を
省
み
れ
ば
、
足
る
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
南
設
は
調
和
す
べ
き
も
の
で
は
友
い
、

と
云
ふ
ド
ル

プ
の
戒
め
に
も
拘
ら
や
、
敢
へ
て
調
和
を
企
闘
し
た
の
で
あ
る

が
、
踊
誌
の
調
和
は
シ
ユ
ト
リ
グ
ル
に
依
つ
で
も
成
さ
れ
て
ん

る。彼
は
.
次
の
方
税
式
組
織
を
掲
げ
る
。

11 -同
(j])

L
は
持
銀
基
金
、

a
は
弊
働
者
数
量
、

w
は
生
産
期
間
、

は:

M
W
働
基
金
に
依
っ
て
定
ま
る
持
銀
、

wn
は
限
界
生
産
力
、
ー
は

限
界
生
産
力
に
依
っ
て
定
ま
る
労
銀
で
あ
る
が
、
此
の
式
に
開
閉

し
て
、
「
此
の
二
つ
の
方
程
式
が
、
相
蛇
ん
で
同
時
に
安
首
す
る

か
ど
う
か
が
、
問
題
な
の
で
あ
る
。
此
庭
に
於
い
て
は
、

わ
れ

わ
れ
は
、
雨
方
程
式
の
同
時
的
安
営
が
な
い
に
し
て
も
、
自
由
市

場
の
運
動
が
照
底
せ
る
適
膝
に
導
く
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
事
に

依
っ
て
、
ル
ム
口
へ
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら

h
o」
と
述
べ
て
ゐ
る
。

古
典
撃
波
の
商
業
概
念
に
づ
い
て

9
 

此
の
シ
ユ
ト
リ
グ
ル
の
設
に
叫
制
し
て
高
岡
数
授
の
批
判
が
友

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
共
の
他
に
猶
ほ
わ
れ
わ
れ
の
立
揚

か
ら
、
一
一
三
の
事
が
言
へ
る
筈
で
あ
る
。
帥
ち
仰
シ
ユ
ト
リ
グ

ル
の
限
界
生
産
力
の
方
程
式
は
軍
純
に
持
銀
と
夫
の
生
産
力
と

を
等
し
ん
」
置
い
た
の
み
で
あ
っ
て
、
此
れ
だ
け
の
方
程
式
を
以

っ
て
し
て
は
、
夫
の
他
の
限
界
生
産
力
説
を
構
成
す
る
諸
数
量

と
の
聯
闘
が
全
然
認
め
ら
れ
友
い
と
い
ふ
事
で
る
る
。
問
先
に

も
述
べ
た
様
に
限
界
生
産
力
説
と
持
銀
基
金
誕
と
は
迎
論
段
階

ミ泊目、一
h
r

訪
、
ノ

3

J

3

3

，
泊
目
安

F
4
F一
て
主
vd

民|
l守
IC 

i

:

;

!
・

梓
阻
ん
で
笈
箔
せ
し
め
ん
と
ナ

る
金
闘
自
憶
が
誤
り
で
あ
る
。

四

結

告凶，.

R岡

結
論
は
簡
単
で
あ
る
。
限
界
生
産
力
説
と
労
銀
本
金
設
と
は

二
者
探
一
の
聞
係
に
あ
る
も
の
で
は
在
く
、
ま
た
同
時
に
相
蛇

ん
で
受
賞
し
得
る
も
の
で
も
左
く
、
二
者
は
理
論
段
階
を
異
に

し
て
受
賞
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
ふ
事
で
あ
る
。
前
者
は
、

生
産
物
と
生
産
財
と
の
一
一
般
的
慣
値
闘
係
の
世
界
に
、
後
者
は

此
の
位
同
外
に
時
の
要
素
が
導
4
F
d

込
ま
れ
た
位
界
に
、
各
々
夫
の

受
賞
の
領
域
を
持
つ
、
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

第
四
十
一
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第
ム
ハ
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